
 

 

 

（令和５年度 第１号）       発行 令和５年４月 

                  広野台第二自治会自主防災会 

                       

 

令和５年度 自主防災本部長に就任しました 藤田輝美 です。 

よろしくお願いいたします。 ※３班です。 

 

大地震は１００年に一度と言われており、今年は関東大震
災(1923年(大正 12年)9月)から、ちょうど１００年目に当た
ります。起きてほしくはない地震災害に必ず起きるとの自覚
をもって平穏な今のうちに、できる準備が手遅れにならない
ように備えたいものです。 

私は、防災対策として、知識と体験訓練が備えに（用意に）なると考えます。 

①家具の転倒防止など生き残るための「自助」を具体的に実行すること。 

②ご近所で助け合うための「互助・共助」の仕組みづくり。 

③そのための防災知識、訓練による体験、食料と資材の備蓄。 

この３つが日常の中でバランスよく用意されていることです。 

我々第二自治会自主防災会では、「いっとき集合」「一時避難」

「避難所開設」などの訓練に取組んでおり、今年も訓練の実施

を計画しています。食料備蓄は５年間を周期としたローリング

ストックによる計画的な活用と補充に取組んでいます。 

また、消火栓を利用した放水訓練も８年になり第二自治会地
域内の８か所すべての消火栓で実施してきました。 

さらに、防災だよりを継続的に発行することにより情報提供するなど、自主防災会
のみんなが防災のリーダーとなれるように知識の共有と定着を目指しています。 

自主防災会が繰返して行ってきた避難行動の訓練は、今年も繰返して実施します。 

  ・防災センタ見学会 ５月 

  ・消火栓開栓訓練  ７月 

  ・避難訓練、避難所開設訓練 ９月、１月 

・災害伝言ダイヤル『１７１』の利用体験 

私は、応援してくださる方々の推薦を受けて、任期２年の
第二自治会長に就任しました。器量不足ではありますが、一生懸命に努めますので、
よろしくお願いいたします。 

 

 

会員皆様のご協力をお願いすると共に、ご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

令和５年度 自主防災本部長の挨拶 

「こんにちは」あいさつを交わして安心のまちづくり 


